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株式会社ギガプライズ（セントレックス上場、本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：梁瀬 泰孝 以下、

ギガプライズ）と株式会社Live Smart（本社：東京都港区、代表取締役社長：ロイ･アショック 以下、Live

Smart社）は、このたび日本初となる集合住宅向けIoTプラットフォームサービスの提供を⽬的とした、業

務提携契約を締結いたしました。また、本サービスについて、5月10日～12日に東京ビッグサイトで開催さ

れる「2017 Japan IT Week春 東京ビッグサイト」の「第6回 IoT/M2M展 春」に出展し、発表を行ってい

ます。

近年、IoTサービスの市場規模は着実に拡大を続けており、住環境領域においても不動産業務とITが融合

した不動産Techがうたわれ、スマートメーターの導入によるHEMSの普及や、各種IoT機器による家電制御

や見守り・防犯サービスの開始など、今後大きな需要が期待されます。世界におけるホームオートメーショ

ンシステムの市場は2016年の399億3000万ドルから、2020年には799億7000万ドルまで拡大すると見込

まれ
※1
、アメリカやオーストラリアでは既にマルチセンサーやスマートライトなどのIoT機器や、アップル

のSiri（シリ）や、アマゾンのAlexa（アレクサ）をはじめとしたAIプラットフォームを利用したサービスが、

これまでになかった新たな価値を提供しています。今後、日本においても、様々なサービスが提供されるこ

とが見込まれます。

ギガプライズとLive Smart社は、ギガプライズの持つネットワークインフラ、システム開発力及び不動産

関連業務ノウハウと、Live Smart社の強みであるIoTにおける最先端技術を最大限に活用し、皆さまのくら

しをより快適で豊かにする住まいに関するサービスの創出に向けた新たな取り組みを開始いたします。

このたび開始するIoTプラットフォームは、Wi-Fiや赤外線などの従来型の通信規格のみならず、

BluetoothやZ-Waveなど、殆ど全ての通信規格対応した日本初となるIoTプラットフォームです。メーカー

を問わず様々な機器に接続することができます。また、専用のアプリをはじめ、米国では既に導入され今後

日本での導入も予想されるアマゾンのAlexa（アレクサ）など、音声、SNSなどお好みの方法で簡単スムー

ズにLive Smartにアクセスし接続した機器を操作できます。

ギガプライズ、日本初のIoTプラットフォームサービス提供に向けて、

Live Smart社と業務提携契約を締結

A社 B社 C社 Live Smart

Wi-Fi ○ ○ ○ ○

Zigbee ○ ○ × ○

Z-Wave × ○ × ○

BLE (Bluetooth) × × × ○

3G × × × ○

IR 赤外線リモコン ダウンロード ○ × ○ ○

IR 赤外線リモコン 学習エンジン × × × ○

AIインターフェース × ○ × ○

他社デバイス接続可否 × ○ × ○

「Live Smart」の対応規格

【本件に関するお問い合わせ先】

株式会社ギガプライズ 経営企画室 広報

TEL：03-5459-8400 Mail：pr@gigaprize.co.jp

https://www.gigaprize.co.jp/

住まいの掲示板リリース151222②.pptx
https://www.gigaprize.co.jp/
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会社概要

株式会社ギガプライズ

設 立 1997年2月

代表取締役社長 梁瀬 泰孝

事 業 内 容 集合住宅向けISP事業、監視カメラ・DVRの展開、

HomeIT領域における不動産賃貸管理システムの開発・販売・保守

（セントレックス上場（3830））

https://www.gigaprize.co.jp/

株式会社Live Smart

設 立 2016年12月

代表取締役社長 ロイ・アショック

事 業 内 容 １. エレクトロニックス製品、電気製品、情報関連機器の企画、開発、輸出入、販売、

設置、工事及び保守管理

２. アプリケーションソフトウェアの企画、開発、制作、販売、輸出入、運営及び管理

３. 前各号に付帯関連する一切の事業

https://www.livesmart.jp/

どんなデバイスも思いのままに。例えば帰宅時に「ただいま」と
言うだけでお好みの環境が出来上がります。

（Live Smartアプリの
ホーム画面）

（SNSから
エアコンをON ）

＊音声は現在Amazon Alexaのみ、
SNSサポートは2017年8月以降

お好みの方法で簡単スムーズにLive Smartへアクセスできます。

音声* アプリ SNS*

多くの通信方式に対応し、メーカーを問わず様々なデバイスに接続
できます。

例えば暑い日の外出中、子供が一人で帰宅すると自動で適切なデバイス
のスイッチがONに。スマートフォンには自動メッセージが届きます。

IoTプラットフォームサービスイメージ図

※１

出典：MarketsandMarkets “Home Automation System Market by Protocol and Technology (Network and Wireless), Product (Lighting, Security and

Access Control, HVAC and Entertainment Control), Software and Algorithm (Behavioral and Proactive), and Geography - Global Forecast to 2022”

https://www.gigaprize.co.jp/
https://www.livesmart.jp/

